
ユーザ情報

・防災通信機器メーカによる現場設置
・エンドユーザ 8,000ヶ所

機器構成

SmartUPS シリーズ：SMT500J

イメージ図

UPS

火災報知機

防災通信システム（火災報知機）

概要

・UPS導入により防災通信機器に使用してい
るIP通信機器も火災報知機と同等の動作時間
（70分）を確保した。

お客様の課題

・改正された法律の遵守
・バッテリー非搭載のIP通信機器の電源保護対応
（火災報知機にはバッテリー搭載）

シュナイダーエレクトリックの
ソリューション

・UPSによるIP回線を要する機器（回線終端装置）の
電源保護

・動作時間70分を提供するUPSシステム

お客様のベネフィット

・火災時の通信機器の動作時間確保
・防災システムの信頼と安心の提供




